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お知らせ Mar.2013.public relations of niijima

島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
か
ら

民
生
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
政
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
大
島
一
般
廃
棄
物
管
理
型
最

終
処
分
場
見
学
会
に
つ
い
て

■
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
機
器
更
改
に
つ
い
て

■
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
加
入
に
つ
い
て

■
平
成
25
年
度
住
民
税
申
告
に
つ

い
て

下田便 日・火・金 月・木・土

下　田 午前　9:20 発 午前　9:20 発

新　島 午後　12:00 着
午後　12:15 発

午後　1:20 着
午後　1:40 発

式根島 午後　12:35 着
午後　12:50 発

午後　12:50 着
午後　1:00 発

下　田 午後　4:20 着 午後　4:20 着

【神新汽船】下田行き：毎週水曜日運休

東京便 下り 上り
東　京 午後　10:00 発

新　島 午前　8:35 着午前　8:45 発
午前　11:45 着
午前　11:55 発

式根島 午前　9:05 着 午前　11:20 着
午前　11:25 発

東　京 午後　7:00 着
土日　7:45 着

1 ～ 31 日【大型船】毎日運行

問い合わせ：東海汽船・新島☎ 5-0187　式根島☎ 7-0357■ 3月 1日～ 31 日　新島・式根島の航路と発着時間

と
き
　
3
月
27
日
午
後
2
時
〜

場
所
　
東
京
都
大
島
町
差
木
地
地
区

募
集
人
員
　
20
名
（
現
地
集
合
が

可
能
な
個
人
ま
た
は
団
体
）

申
込
方
法
　
3
月
22
日
（
金
）

　
　
午
後
5
時
ま
で
に
電
話
申
込

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
東
京
都
島
嶼
町
村

　
一
部
事
務
組
合
　
河
野
・
鈴
木

　
☎
０
３
（
３
４
３
２
）
４
９
６
１

　
平
成
25
年
3
月
8
日
（
金
）
〜

15
日
（
金
）
ま
で
、
住
民
基
本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
更

改
の
た
め
、
こ
の
期
間
中
は
広
域

交
付
住
民
票
と
住
基
カ
ー
ド
の
発

行
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
特
例
に
よ
る
転
入
や
転
出

　「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
は
、
東
京

都
39
市
町
村
の
住
民
が
会
費
を
出
し

合
い
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
時
、
見

舞
金
を
受
け
ら
れ
る
助
け
合
い
の
制

度
で
す
。選
べ
る
2
コ
ー
ス
制
で
す
。

◯
Ａ
コ
ー
ス
年
額
１
０
０
０
円
の

会
費
で
最
高
３
０
０
万
円
の
見
舞
金

◯
Ｂ
コ
ー
ス
年
額
５
０
０
円
の

会
費
で
最
高
１
５
０
万
円
の
見
舞
金

　
さ
ら
に
ど
の
コ
ー
ス
で
も
、
会
員

が
交
通
災
害
で
死
亡
し
た
と
き
に
、

中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
が
い
る
場

合
、
年
額
10
万
2
千
円
の
交
通
遺
児

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
加
入
申
込
書
付
き
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
、
今
月
号
の
広
報
に
い
じ
ま
と
同

時
に
各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
。

申
込
窓
口
　
民
生
課
住
民
年
金
係

　
　
　
　
　
ま
た
は
各
支
所

詳
細
・
問
い
合
わ
せ

　
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ctv-tokyo.or.jp/

　
民
生
課
住
民
年
金
係

　
　
　
　
　
☎
⑸
０
２
４
０
内
線
111

　
1
月
1
日
現
在
、
村
内
に
住
所
を

有
す
る
方
は
す
べ
て
、
原
則
と
し
て

住
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。
申
告

期
限
は
、
毎
年
3
月
15
日
で
す
。
た

だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、
申
告

し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

①
す
で
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し

た②
前
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
の
み

で
、
給
与
支
払
者
が
村
に
「
給
与
支

払
報
告
書
」
を
提
出
し
て
い
る

③
前
年
中
の
所
得
が
公
的
年
金
等
に

係
る
所
得
の
み

④
親
族
の
被
扶
養
者
と
し
て
確
定
申

告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
（
勤
務
先

で
の
年
末
調
整
含
む
）

▼
申
告
が
無
い
場
合

　
無
申
告
の
場
合
、
非
課
税
証
明
な

ど
の
税
証
明
書
が
交
付
で
き
ま
せ

ん
。
住
民
税
の
申
告
は
、
国
民
健
康

保
険
税
や
介
護
保
険
料
な
ど
の
算
定

や
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
な
ど

の
資
料
と
な
り
ま
す
。収
入
が
無
く
、

控
除
対
象
配
偶
者
・
扶
養
親
族
に
も

な
っ
て
い
な
い
方
や
、
障
害
年
金
な

ど
の
非
課
税
所
得
の
み
の
方
も
、
毎

年
住
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
次
に
該
当
す
る
方
は
、
確
定
申
告

は
不
要
で
す
が
、
住
民
税
申
告
は
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
社
会
保
険

料
や
扶
養
な
ど
の
所
得
控
除
額
を
正

し
く
申
告
し
な
い
と
、
住
民
税
額
が

高
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
公
的
年
金
等
の
収
入
が
400
万
円
以

下
で
、
そ
の
公
的
年
金
等
に
係
る
雑

所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下

②
所
得
金
額
が
少
な
く
、
納
め
る
べ

き
所
得
税
が
無
い
、
な
ど

　
ま
た
、
給
与
支
払
者
が
「
給
与
支

払
報
告
書
」
を
市
町
村
に
提
出
し

て
い
な
い
場
合
、
そ
の
給
与
受
給
者

は
自
分
で
気
付
い
て
申
告
し
な
い
限

り
、
無
申
告
者
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
法
人
・
個
人
事
業
主
の
方
は
、

従
業
者
全
員
分
の
「
給
与
支
払
報
告

書
」の
提
出
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
住
民
税
申
告
に
必
要
な
書
類

　
申
告
書
の
用
紙
は
税
政
係
と
各
支

所
に
あ
り
ま
す
。
添
付
・
提
示
す
る

書
類
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
と
同

様
で
す
。
収
入
の
あ
る
方
は
、
源
泉

徴
収
票
・
社
会
保
険
料
や
生
命
保
険

料
の
控
除
証
明
書
・
領
収
書
な
ど
、

収
入
金
額
や
控
除
額
が
確
認
で
き
る

書
類
が
必
要
で
す
。
給
与
支
払
者
か

ら
源
泉
徴
収
票
の
交
付
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
な
ど
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
申
告
の
際
は
、
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

【
申
告
の
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
財
政
課
税
政
係

　
　
　
　
　
☎
⑸
０
２
４
０
内
線
113

手
続
き
を
行
う
際
に
は
、
お
手
数
で

す
が
住
民
年
金
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
大
変
ご
迷
惑
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
民
生
課
☎
⑸
０
２
４
０
内
線
111

３月はジェットフォイル
の運行はありません。
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お知らせ広報にいじま 3月号

調
整
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
平
成
25
年
度
第
1
回
東
京
都
島

し
ょ
地
域
中
小
企
業
等
振
興
補
助

事
業
の
募
集
に
つ
い
て

■
国
民
年
金
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
に
つ
い
て

★北斗　　　　　　　　　　　　　石田　衣良
★大絵画展　　　　　　　　　　　望月　諒子
★母性　　　　　　　　　　　　　湊　かなえ
★パラダイスロスト　　　　　　　　柳　広司
★手作りエクステリア百科　　　　　　　　　
■本村住民センター図書室
利用時間
　午前 9:00~ 午後 5:00( 年末・年始をのぞく）
＊新刊の貸し出しなど、教育委員会へお問い合わせく
ださい。　　　　　　　　☎教育委員会　5-0203直通

■住民センター図書室から新刊のご案内

道尾　秀介今野　敏 海堂　尊

事
業
名
　
平
成
25
年
度
第
1
回
東

京
都
島
し
ょ
地
域
中
小
企
業
等
振

興
補
助
事
業

募
集
期
間
　
4
月
1
日
（
月
）
〜

応
募
締
切
　
5
月
31
日
（
金
）

※
こ
の
補
助
事
業
は
公
益
財
団
法

人
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
が

実
施
す
る
「
東
京
都
地
域
中
小
企

業
応
援
フ
ァ
ン
ド
地
域
資
源
活
用

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
助
成
事
業
」

（
以
下
、「
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業
」）

へ
の
申
請
を
条
件
と
し
て
い
ま
す
。

当
該
助
成
事
業
の
結
果
を
踏
ま
え
、

交
付
・
不
交
付
を
決
定
し
ま
す
。

　
な
お
、
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業
の

申
請
書
類
提
出
日
は
平
成
25
年
5

月
7
日
（
火
）
〜
10
日
（
金
）
で
、

事
前
の
申
請
書
類
提
出
希
望
日
申

込
（
3
月
4
日
〜
4
月
19
日
）
が
必

要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

対
象
事
業
　
新
た
に
実
施
す
る
次
の

事
業
。

①
地
域
資
源
を
活
用
し
た
特
産
品
に

関
す
る
事
業

②
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
の
振

興
に
関
す
る
事
業

③
①
、
ま
た
は
②
に
関
連
し
た
事
業

展
開
に
関
す
る
事
業

事
業
期
間
　
事
業
開
始
の
時
期
か
ら

2
年
以
内

対
象
事
業
者

①
個
人
事
業
者
、
中
小
企
業
、
組
合

等
、
財
団
法
人
・
社
団
法
人
・
特

定
非
営
利
活
動
法
人
、
複
数
の
企
業

等
で
構
成
さ
れ
る
中
小
企
業
グ
ル
ー

プ
、
そ
の
他
地
域
活
性
化
に
資
す
る

取
組
み
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
法
人

等
。

※
た
だ
し
、
東
京
都
島
し
ょ
地
域
に

主
た
る
事
業
所
を
も
ち
、
事
業
を
営

ん
で
い
る
こ
と
（
法
人
の
場
合
は
島

し
ょ
地
域
に
登
記
、
個
人
の
場
合
は

島
し
ょ
地
域
に
開
業
届
出
を
し
て
い

る
こ
と
。）

②
創
業
を
具
体
的
に
予
定
し
て
い
る

方
※
た
だ
し
事
業
完
了
ま
で
に
島

し
ょ
地
域
に
主
た
る
事
業
所
を
持

ち
、
事
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と
（
法

人
の
場
合
は
島
し
ょ
地
域
に
登
記
、

ま
た
は
開
業
届
出
が
必
要
。

補
助
金
額

　
補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
9
以
内

で
１
０
０
０
万
円
を
上
限
と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業

で
の
助
成
金
額
は
除
き
ま
す
。

各
種
様
式
等
の
配
布

　
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.to
kyo
islan

d
s-

n
e
t.jp

/isla
n
d
-re
sid
e
n
t/

tyusyoukigyouhojyo/post-77.
htm
l

　
な
お
、
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
、
一
定
部
数
を
早
急
に
発
送

す
る
予
定
で
す
の
で
、
町
村
役
場
窓

口
に
置
い
て
い
た
だ
き
周
知
を
図
っ

て
い
た
だ
く
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

提
出
先

◯
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業

　
公
益
財
団
法
人
　

　
　
　
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社

◯
平
成
25
年
度
　
第
1
回
東
京
都
島

し
ょ
地
域
中
小
企
業
等
振
興
補
助
事
業

　
新
島
村
役
場
　
企
画
調
整
室

問
い
合
わ
せ

　
公
益
財
団
法
人
島
し
ょ
振
興
公
社

　
☎
０
３
（
５
４
７
２
）
６
５
４
６

公
益
財
団
法
人
　
東
京
都
中
小
企
業

　
　
　
　
　
　
振
興
公
社
　
助
成
課

　
☎
０
３
（
３
２
５
１
）
７
８
９
５

　
20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ

て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に

所
得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
お
よ
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限

1
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、
一
部
の

海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る

方
で
す
。
ま
た
夜
間
・
定
時
制
課
程

や
通
信
制
課
程
の
方
も
含
ま
れ
ま
す

の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
の
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
4

月
〜
翌
年
3
月
ま
で
と
な
り
ま
す

が
、
次
の
年
度
も
在
学
予
定
で
あ
る

場
合
、
4
月
初
め
に
再
申
請
の
用
紙

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
学
生
で
あ
れ
ば
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
と
る
た
め
に
必

要
な
期
間
に
参
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
就
職

等
で
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
場
合
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金
を

増
額
す
る
た
め
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
「
追
納
制
度
」
を
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

詳
細
・
問
い
合
わ
せ

　
港
年
金
事
務
所

☎
０
３
（
５
４
０
１
）
３
２
１
１

　
民
生
課
住
民
年
金
係

　
　
　
　
　
☎
⑸
０
２
４
０
内
線
111


